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本書は，「正解がないよね」「合意は難しいのでは？」と思われがち
な，倫理的問題でジレンマに悩んでいる方々に向けて，対話による
合意形成の可能性を伝える 1冊である。事例を読むと，自分がその
場の関係者であるかのように状況がリアルに伝わってきて，事例の
分析やアプローチを読み進めるうちに著者への共感が湧いてくる。
著者は，助産師，保健師，看護師の資格をもって病院や地域で活
動するなかで，自己決定が必要な場面で意思表示できなかった /で
きた患者とその家族，医療従事者と関わってきた。これらの体験を
通して医療の場から視野を広げつつ，大学院博士課程で社会的合意
形成について学びながらこの課題に正面から取り組み，「合意の原
則」を提案されている。私はそのことに非常に興味を抱いた。

さて，本論である。本書は，序章と終章を除き，9章から構成さ
れている。
第 1，2章では，患者の治療とケアの決定の分離，医療従事者間
の意見の相違，科学的根拠の重視により患者の意思を見落とす可能
性が論じられ，第 3〜 5章では，インフォームドコンセントの導入
による「患者の自律」とその問題，患者─医療従事者間のコミュニ
ケーションの課題とコミュニケーションのあり方，主治医 /患者中
心のチーム医療と意思決定に至る関係者の役割の違いについて述べ
られている。
私が特に関心をもったのは第 7，8章で，7章では医療現場での
意思決定の課題に応えるためには「合意の原則」が必要で，「自律の
原則」から「合意の原則」への転換の必要性があること，そして 8章
では合意形成の具体的なプロセスが述べられている。
医療現場では，インフォームドコンセントが推進され，倫理原則
の「自律の原則」は，人格論に基づき，判断能力をもった人間の自己
決定権を重視している。しかし，病んで他者に依存が不可欠な状況
下では，ひとりで自己決定を行なうことは難しい。他者との関係性
のなかでの判断だからこそ，関係者の意見の理由を知り，合意形成
することが重要だと著者は主張する。
とはいえ，合意形成は簡単ではない。関係者の価値観が異なる状
況での議論は，ともすれば対立する。著者は，合意形成のプロセス
についてもその進行の仕方やそのなかで果たされるべき役割を具体
的に述べている。合意形成のプロセスにおける進行役として，医療
知識と責任感をもち，コミュニケーション能力や企画力，調整能力
を有する看護職の出現は，まさに望まれているところである。
私は本書を，医療・保健・福祉の場で働いていて倫理的ジレンマ
に悩む方々と，倫理的問題に関心のある学生・院生，そして教育関
係者に強くお勧めしたい。それは，病んで他者に依存する患者の意
思を尊重し，関係者が納得できる決定に必要な「対話と合意」に極め
て重要な意味をもつメッセージが，本書の随所に込められているか
らである。
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